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▲整備が待たれる土山駅前道路

▲現在の安心ボタン

藤原  秀策

野北  知見

一

般

質

問

政風会代表

日本共産党代表

土山駅周辺整備は

安心ボタンを利用しやすく

官民協働のまちづくりを目指す

近隣協力者は減らす方向

町　長

尾崎理事

校
低
学
年
、
高
学
年
お
よ
び

中
学
生
が
使
用
で
き
る
段
差

型
を
考
え
て
い
る
。
水
深
も

低
学
年
用
で
０
・
７
メ
ー
ト

ル
、
高
学
年
お
よ
び
中
学
生

用
は
１
・
０
か
ら
１
・
２
メ
ー

ト
ル
と
し
、
共
用
可
能
な
水

深
と
し
て
い
る
。

交
通
弱
者
対
策
は

時
限
的
に
タ
ク
シ
ー

券
を
交
付

町
長

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
対
す
る
代
替
策
と
し

て
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に

タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す

る
と
あ
る
。
75
歳
以
上
に
限

定
し
た
理
由
、
対
象
者
数
、

一
人
当
た
り
の
限
度
額
、
具

体
的
な
周
知
の
方
法
は
。

答　

移
動
が
困
難
に
な
り
始

め
る
後
期
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
。

　

対
象
者
数
は
４
６
７
３
人

で
、
限
度
額
は
一
回
に
つ
き

500
円
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

券
を
12
枚
、
年
間
６
０
０
０

円
分
で
あ
る
。
周
知
の
方
法

は
個
別
に
申
請
書
を
郵
送
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

土
山
駅
前
の
地
籍
調
査

は
い
つ
終
了
す
る
の
か
。
ま

た
、
そ
の
後
で
な
け
れ
ば
整

備
事
業
は
始
ま
ら
な
い
の
か
。

答　

最
終
工
程
で
あ
る
登
記

完
了
予
定
が
令
和
４
年
度
で

あ
る
。
地
域
の
合
意
形
成
が

進
め
ば
、
官
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

改
築
す
る
プ
ー
ル
の
共
用
は

小
学
生
と
中
学
生
の

共
用
可
能

町
長

問　

播
磨
南
中
と
播
磨
南
小

の
プ
ー
ル
を
改
築
し
、
統
合

予
定
で
あ
る
が
、
小
学
校
低

学
年
と
中
学
生
と
の
共
用
は

可
能
か
。

答　

一
つ
の
プ
ー
ル
で
小
学

問　

今
年
度
廃
止
さ
れ
る
安

心
ボ
タ
ン
に
代
わ
り
、
新
た

に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
る
が
、
現
在
の
安
心

ボ
タ
ン
で
は
、
３
人
の
近
隣

協
力
者
が
必
要
で
普
及
が
進

ま
な
か
っ
た
。
新
た
な
シ
ス

テ
ム
で
は
、
そ
の
点
は
改
善

さ
れ
て
い
る
か
。

答　

新
た
な
シ
ス
テ
ム
は
、

現
行
に
近
い
も
の
を
考
え
て

お
り
、
近
隣
協
力
者
は
減
ら

す
方
向
で
検
討
す
る
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

低
所
得
世
帯
の
減
額

措
置
は
拡
大

町
長

問　

国
民
健
康
保
険
税
は
他

の
健
康
保
険
制
度
に
比
べ
高

く
負
担
が
大
き
い
。
特
に
年

収
４
０
０
万
円
の
夫
婦
と
子

ど
も
２
人
の
４
人
世
帯
で
は
、

町
職
員
が
加
入
す
る
共
済
保

険
料
と
２
・
２
倍
も
差
が
あ

る
。

　

せ
め
て
子
ど
も
の
均
等
割

を
減
免
し
て
負
担
の
軽
減
を

図
る
考
え
は
。

答　

保
険
税
率
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
求
め
ら
れ
る
納
付
金

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
た
め
据

え
置
く
。

　

し
か
し
、
低
所
得
世
帯
に

対
し
て
は
均
等
割
額
お
よ
び

平
等
割
額
の
減
額
措
置
を
拡

大
す
る
。

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
は

具
体
的
な
方
法
を

研
究

尾
崎
理
事

問　

ご
み
の
減
量
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
方
策
は
。

答　

食
品
ロ
ス
や
生
ご
み
の

水
切
り
に
つ
い
て
啓
発
を
進

め
て
い
く
。

　

増
加
し
て
い
る
粗
大
ご
み

に
つ
い
て
は
、
啓
発
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
と
認
識
し

て
お
り
、
具
体
的
な
抑
止
方

法
を
研
究
し
て
い
く
。

■
12
月
24
日
開
催

第
１
回
播
磨
町
の
未
来
を
語

ろ
う
会

　
播
磨
南
高
校
の
生
徒
14
名

が
播
磨
町
議
会
を
訪
問
し
、

４
グ
ル
ー
プ
が
提
案
ス
ピ
ー

チ
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に

２
名
ず
つ
の
議
員
も
加
わ
り
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

播磨町の未来を語ろう会

▲活発な意見交換を行いました

■
ス
ピ
ー
チ
内
容

①
豊
か
な
心
と
人
を
は
ぐ
く

む
町
に
つ
い
て

　
企
業
に
協
力
を
依
頼
し
、

工
業
に
触
れ
る
機
会
を
増
や

し
て
は
。

　
英
語
教
育
も
必
要
で
あ
る
。

高
校
生
が
地
域
内
の
外
国
人

と
小
学
校
で
授
業
に
参
加
す

る
な
ど
、
町
の
国
際
化
を
図

っ
て
は
。

②
安
ら
ぎ
が
あ
り
、
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
町
に

つ
い
て

　
街
灯
が
公
共
施
設
周

辺
に
偏
っ
て
い
る
。
補

助
金
を
増
や
し
街
灯
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
空
き
家
に
店
舗
誘

致
を
行
え
ば
、
犯
罪
抑

止
と
、
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、
防
犯
啓
発
活

動
を
町
・
警
察
・
住
民

一
体
で
行
う
と
、
子
供

と
大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し

防
犯
知
識
の
習
得
に
も
な
る
。

③
人
や
環
境
に
や
さ
し
く
快

適
な
町
に
つ
い
て

　
土
山
駅
の
壁
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行

い
、
町
内
外
か
ら
人
を
集
め

る
よ
う
に
し
て
、
駅
周
辺
に

飲
食
店
や
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
施

設
を
増
や
す
。

　
喜
瀬
川
を
清
掃
し
、
水
辺

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
る
よ
う
に
す
れ
ば
蛍
も
生

息
で
き
る
住
民
の
憩
い
の
場

に
な
り
、
同
時
に
観
光
資
源

に
も
な
る
。

④
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

町
に
つ
い
て

　
町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
に
カ
フ
ェ
や
集
い
の
場
を

作
り
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
拡

散
さ
せ
る
。

　
外
国
人
や
高
校
生
が
古
代

衣
装
で
古
民
家
ツ
ア
ー
を
す

る
。

　
石
ヶ
池
公
園
で
南
高
校
の

芸
術
保
育
類
型
の
生
徒
が
子

育
て
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
、

高
齢
者
、
子
育
て
世
代
、
高

校
生
と
の
交
流
を
深
め
る
。

■
意
見
交
換
に
お
い
て

・
漁
船
に
絵
を
描
い
た
経
験

が
あ
る
。
播
磨
町
で
も
や

っ
て
み
た
い
。

・
学
生
と
大
中
遺
跡
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
た
い
。

・
大
中
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
を
も
っ

と
す
る
べ
き
で
は
。

・
駅
近
く
の
公
園
の
バ
ラ
は

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
。
町

内
の
花
を
撮
影
し
、
花
言

葉
と
一
緒
に
発
信
し
て
は
。

・
新
幹
線
の
下
で
暗
い
所
が

あ
る
。

・
歩
道
に
高
低
差
が
あ
り
危

険
を
感
じ
る
。

・
町
道
浜
幹
線
道
路
の
横
断

歩
道
で
待
っ
て
い
て
も
止

ま
る
車
が
少
な
い
。
看
板

設
置
の
対
策
が
必
要
で
は
。

・
狭
い
町
で
駅
が
２
つ
あ
る

の
は
便
利
で
あ
る
。

・
災
害
時
に
新
島
大
橋
が
使

用
不
可
能
な
場
合
、
漁
船

や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を

使
い
、
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を

す
れ
ば
良
い
の
で
は
。

・
農
業
を
も
っ
と
大
事
に
、

稲
美
町
と
土
地
活
用
の
協

力
を
す
れ
ば
よ
い
。

・
大
型
の
商
業
施
設
が
な
い
。

若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
が
欲
し
い
。
明

石
市
で
は
中
高
生
は
無
料

で
使
用
で
き
る
音
楽
ス
タ

ジ
オ
・
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

な
ど
も
あ
る
。

■
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た

　
始
ま
る
ま
で
は
緊
張
し
て

い
た
け
れ
ど
、
話
し
や
す
か

っ
た
。

　
播
磨
町
は
と
て
も
い
い
町

な
の
で
住
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

高
校
生
が
未
来
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た


